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発展・改革と安定とを両立させる

中
国
は
発
展
と
安
定
を
両
立
で
き
る
の
か

のは
毒の
去、あまりに安定紘

－
lta
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持にとだねれば
縮小均衡に陥ってし

lA
＝
中間経済は過去二年
年間の動きをみて、問内の安定維持
また国白金識の改却では、経由状まう。むしろ間われているのは、経

卦U＝
間続けて＝ニ%強といに伯磁略を日えたのは健全な時党と
閣が深刻な金提に対し人以削減を行
間や社会の安定に故国号がともった

＝
う高成長を連崩した半
包ってよかろう。

うζとも容認していく方向だ。ζう
時に政府がどのような方法で対応し

主＝
面、インフレの高逝や
だが今回も「発展
星
空改革
した改革
法
案が、
同時に失業保ていくかであろう。

」イ
＝
原材料の一定などの過
搾山」の
G寂を下ろしたわけではな
険など社会保障の盤仰を伴わない
かつてのように政治
閉店却で締り付

制現象にも悩まされてきた。今年も
い。報告では、昨年米の党合躍で決
と、
労働者は路副に迷い社
会不安を
けたり、一方的に負担を強いるやり

このまま「発展
促巡」「改孤探他」
めた五十項目にも及ぶ改革出を
予定
招いてしまう。

方では
地方政府や一般大衆も納得し

を制けるのか、それとも「安定維持」
迎
。民胤していくととそ
再開隠して
経済
発展も昨年に比べれば九%と
ない。あくまでも市制経済他の器本

に切り答えるのか難しい
選択に迫ら
いる。先に来日した公館日間首相も
低めの仰びに抑えているものの、沿
方向そ
尊重しながら、経済合理性に

れていたが、李隅
首相は十日に開時
「議々
は改革を徹底的に行う決
訟を
海
地方の・中にはこれそはるかに上回
誌づいた方針のもとに制強そ加えて

した会国人民
代器大会（会人代）で、
回めている」と述べている。

る商い目艇をすでに限定していると
いかねばならない。ポスト部小平時

そのどちらそも両立をせていくとい
い
星回
習指しているのは、大
ころもある。中央賂がよほど回を
代への受付期を迎えているだ廿に、

ろ管肉の災を打ち
出した。

組校な改取によって続前・社会の抑制
光らせていないと、一O%の大台そ
これまで以上に政府の手綱さばきに

昨年。の会人代では「好機そ逃さ
泊を
加与えつつ、しかも
制度成長を続
突
破してしまおう。

注目していきたい。

ず改新・
山放と近
代他辿限のテンポ
目ていとうというものである。その

議ょう
こ
展
望
新たな大
過程ではどうして
も壊や混乱
議

農
業
バ
イ
オ
技
術
の
移
転
を

合に釆せよう」など強気の
主張が支
けられない。

配
的だった。

今年から開始した税
制改稿では早
脱諜バイオ技術を途上国に箭放さ
おり、ほとんどを先巡闘の民間企提

乙れに対し李鵬
何相
が行った今年
くも地
方から
の強い反掲げ比
出会って・せることそ目的とした図版アグリパ
が持っている。
郁艶聞は先巡回の企

の
政府活
副報告では、「
安定維持」
いる。総説収に占める
地方の取り分
イオ

技術研梁聞という活動がある。
提から妓術の
供与そ受廿、改良の上、

の四文字
がやたらに回についた。イ
そ七州から四叫に減らすという内容一九九一年に股託された国際組織
途上固に技術を
移転する。

ンフレ
日出など縦
一間而で
の混乱回避
であるからだ。あまり性急
げ歳以を
で、非
口調、非政府（NGO）の活
一昨年に聞かれた回
出頭出荷発会

とともに、，政治・思想閣での安思統
巡めれば、中
山氏と地方の対立を
激佑
助である。バイオ技術は、その約七
協（地球サミット）で主姐となった

持
も強制された。
中間政府がζの一
させ、
安定にひびが入りかねない。
五%が特汗などの形で柑利佑されて
「持続可能な開発」を
央現ずるため

審
議
入
り 、
週
明
け
ズ
レ
込
み
衆院予算委

法案処理に

危
機
感

I
P－－防セメ、JH叫口調A経団迎で）

の大きな柱の一つは途上国の経済的

自立である。途上国が縦済的に自立

する為の話盤として、
環境に閉店し

ながら股柴を両陛佑ずる乙とが
条件

になる。その方策として
替えられる

のが品業バイオ捜術の適用である。

現代のバイオ技術は、出誌や肥料

をAmり使わ
なくても済む植物、収盟

問が数陥闘になる円山租、商店』矩時間で

大
抵生
産する技術などを見事Uてい

る。例えば、昆虫を殺す時事前の謹伝

子を組み込んだ糾が作られている。

ζの糾は自分で時務を作るようにな

るから、山出が誕などを食べると苑ん

でしまうため、殺虫
剤事」使わなくて

も済む。挙ぷ回の
苧υい出家は日価な出町民

や肥料を円以うζとが躍しい。川崎諜バ

イオ技術が白及すれば大いに助かる

はずである。しかも、出部の使い過

ぎなどの問阻も回避できる。mH迎の

やり方では改良
品租そ野放させるの

に
何年もかかるが、バイオ
技術を応

用
寸れ
ば短
時凶で
大間に怖を作って

門ぷをせるとともできる。
以い回で

みると、出提バイオは途上凶でとそ

大いに役立つ。

／／ 

生阿川市Jが稲脳同官掛を一部す一方、一への鍛減凶から消防倒的な以向そ

公明先の市川出旧公は今後の凶一示しているといわれる。十一日

〈盆位が社会見主潟で巡むζと一の代誕桁
金協で賦Uの世世
がす

マ・・細
川首
相は十日、小

沢新生泊
代虫

幹叫
が訪米を

検却している乙とについ
て回

折団
げら砧ねられると「会く聞

いてません」。
間村白川WHM臼

が前日の間
約会見で「数日加

に白
柑から聞いた」と討った

のそよそに、
問相は「新聞掛』

凡て初めて
聞をました一と、

軍参
このような観点から考えると、国

際アグリバイオ技術研諮問の精励

は、今後の
南北川閣の緩和に大
造ミ

ロ献できると
期待される。すでに米

国と限州では民間などからの基金で

活動が始まっている。白窓もこの活

動に診加するべきだと考える専門誌

は
多い。バイオ
凶巡の研列者が中山

になり、日本にアジアセンターを作

る窓口が作られた。

日本が汚勤務』
開始するには資金が

必袋である。しかし、企按などιb

AMの山町付そ依刺しても、
思うトちに

部まらない。「わが社にどん悔メリ

ットがあるか」というのが企提の反

応だそうだ。当然、短期的な身返り

は期待できない。南北間四の陸相が

経
済全
体に及ぼ
す脱線、地球レ
ベル

で活制する企諜の
口任など、広く長

期的な制野が必
確になる。

民間が悠しいからといって、官主

却でやれば柔軟
な辿用は燥しい。官

主滋の
俳山口は十分に経験している。

個人が
支怨するメカニズムも十分で

はない。日本は、ζの相聞の活動を支

策する
多様なメカニズムの構築をお

ぐ必袈がある。

カンボジアに位慣円抑制償供与

政
府は十回、都内で聞いた力

ンボジア
復興国限
努山会（工C

ORC）の
府よ、カンボジアに

対して九四
年度分の鰍償資金協

力として九十二mm五平万円を供

与すると説明した。出諮問抽出、

社合以継の醐側、人制育成など

一舘点分野そ対政とする方針P
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台
湾総統は十自、
新生党の
円川中

時
一組脱会
の小
沼凶暴
挙と

会
凡した。
府上、
小沢会長が「李

総統の
日本訪問そ新生銘は似迎
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学総統はとれに

感謝のはそ諮問した。

公明・日本新が共同

公削到の
若手鴎ωでつくる政

筑
純国「ピジョシれ」と日本新

党の有志臨以が十日、
国会内で

慰脱会を
聞き、阿見の人的交流

を制めるとともに、将来の新・

新地結成を
制野に入れた「政策

制念」について制同で研列して

いくととで一致した。今回の会

合は公明党
側からの日本新
党臨

品
の取り込み工作とみられる。

んなり決まるかどうかはなお流

動
的な謀議
も山泊されている。 崎刈肋UU

沢民と賠をしていないのかと
竹
下派だった巾枝川
辿世相の

聞かれても「していまぜん」
述揃併問問閣に注えない訟

と
否定し、
円相と小沢、蔵村
問。
併締附求の
足非ば「
国民

両氏の微妙な＝一
角聞係は
相変
の政治への日制
問桁慨を
符えれ

「
女房」
に
冷た
い
はい
襲
産
禁制がやりや

dMbようにするのが岡会の釘

微
妙な三
角
関
係任ではあるが：：：」と、いつ

わらずのよう。

もの
蹴切れのよさはどこへや

マ・：「耐において忍びない
ら。「明日にも衆院
本会躍で

部分は
大きい」｜｜
渡部新生
採決をthvえるよう
期待する」

潟、
必吟PSId品二つヨつa
＝官3・‘：コ＝〉〉〉、tt

条に日づいて
臨求している資料一と、
現花泊二回のぺlスで
聞い

が終わない限り、
怖躍には
応じ一ている政務伸明会そ出民上の

られないと
中＋張。十一日は掃作竺。
国対搾M
H民会説。として活用。

衆院予釘軒以会は十回、
mw一挺出別自治聞か』求めたものの、一会の公報仰向山帆も見送られたた一回会会期中は偲朝間会、各到の

会を聞き、今後の罪以会辿自に一自民、
山一庄一間んは細川首相型車
五、
崎町出入りは巡朋廿にずれ込一
応鋭一を凶るほか、必躍に応

ついて協慌した。
藁は十一回一
富川
護からの一億円俗り入一むことになった。

一じて与第一先の社会却の代去

の部門川門会での九問年度予算出の一れ綴踊僻聞のため同会法一O四←
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